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昨年に引き続いて「日本の工学教育と産学連携」のタイトルでテーマセッションを開催した。

前回は沢井実氏の「軍官産学連携の戦前・戦中・戦後」で明治以来の産学連携について概観し，

夏目賢一氏の「大学工学部教員と産学協同（1951―1969年）」で戦後期の工学部における産学連

携について報告がなされた。今回は，昨年に触れることができなかった以下のテーマで報告を

お願いした。

工学部の誕生――産学連携の一視点として――……………………………馬渕浩一

戦後日本の産学連携――東大生研を中心に――……………………………橋本毅彦


